
第２ 実践事例 

事例１ 学級活動（１）学級や学校における生活づくりへの参画 
「ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決」の事例 
 

〇学年    第５学年 

〇主な内容  よさを認め合い、協働して取り組む児童を育てる学級活動の展開 

〇事例のポイント 

 ①議題の選定と提案理由の明確化について工夫する。 

 ②合意形成を図るために、イメージの共有化の方法や板書について工夫する。 

 ③視点を明確にするなど、児童の振り返りを工夫する。 

 ④学級活動の学習過程において効果的にＩＣＴ端末を活用する。 
 
１ 議題「○組の前半がんばったね集会をしよう」 
 
２ 児童の実態と議題選定の理由 

本学級の児童は、明るく元気に学校生活を過ごしている。第５学年となり、高学年ということ

を意識して活動を行うことも多く、一生懸命に取り組んでいる。また、児童同士も慣れてきて、

学級内でも友達と協力して取り組む活動が増えてきている。しかし、自分の意見を強く主張して

しまう児童や、活動に消極的な児童もいる。そこで、よりよい学級生活を目指して、「自分もよく

て、みんなもよい活動」を考えていこうと指導してきた。 

学級会については、年度当初にオリエンテーションを行い、共通理解を図った。計画委員会を

組織し、司会等の役割を輪番制で行い、少しずつ役割に対する理解を高めてきている。しかし、

学級内の諸問題に気付き、解決へ向け、提案理由に迫る活動を行うことに課題がある。そこで、

提案理由の提示の仕方を工夫し、意識して話合いを進められるよう指導を行っている。 

  本議題「○組の前半がんばったね集会をしよう」は、高学年の仲間入りをした第５学年での前

半の生活を振り返り、これまでの互いの頑張りやよさを認め合う活動に取り組もうとの児童の思

いで選定された。この活動を通して、学級内の友情を更に深めるとともに、自分たちの力でより

よい生活をつくっていこうとする自主的、実践的な態度を育んでいきたい。 
 
３ 第５学年及び第６学年の評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

 みんなで楽しく豊かな学級

や学校の生活をつくるために

他者と協働して取り組むこと

の意義を理解している。 

合意形成の手順や深まりのあ

る話合いの進め方を理解し、活

動の方法を身に付けている。 

 楽しく豊かな学級や学校の

生活をつくるために、問題を発

見し、解決方法について多様な

意見のよさを生かして合意形

成を図り、信頼し支え合って実

践している。 

 楽しく豊かな学級や学校の

生活をつくるために、見通しを

もったり振り返ったりしなが

ら、自己のよさを発揮し、役割

や責任を果たして集団活動に

取り組もうとしている。 

 

４ 事前の活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

10月 20日 

 

・議題の選定をする。 

 （計画委員会） 

・議題を決定する。 

 （学級全員） 

・議題選定の視点、提案理由の意  

 義を理解して選定することを 

 指導する。 

・計画委員会の提案のもとに、全 

 員で決定する。 

◎よりよい学級生活に

するために、進んで議

題を選ぼうとしてい

る。【態】 

（提案カード・観察） 

◎○組の前半がんばっ

たね集会への見通し
事例のポイント① 
全員で話し合う必要性があることを納得できるように 
工夫して掲示する。 



10月 21日 

 

・提案理由を提案者と

練り上げる。（計画委員

会） 

・提案者の思いや願いを踏まえ 

 学級全体の共同の問題となる 

 ように提案理由を深める。 

 

 

 

をもち、意欲的に取り

組もうとしている。

【態】 

（学級会ノート） 

 

○計画委員会の役割や

話合い活動の効率的

な進め方を理解して

いる。【知・技】 

（活動計画表・観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎クラスの仲間意識を

高める内容を学級会

ノートに書いている。 

【思・判・表】 

（観察・学級会ノート） 

10月 22日 

 

・活動計画を作成する。 

 （計画委員会） 

 

 

 

 

 

 

・日時や場所など、児童に任せ 

 ることができない条件を「決 

 まっていること」として教師 

 が設定する。 

・提案理由に沿った「話合いの 

 めあて」が立てられるように 

 助言する。 

・「話し合うこと」を決める際 

 には、全員で議論するべきこ 

 とを選ぶことができるように 

 助言する。 

10月 25日 

 

・学級会ノートに自分

の考えを記入する。

（学級全員） 

・提案理由とめあてを踏まえた 

 自分の考えを記入するように 

 伝える。 

10月 26日 

 

・全員の学級会ノート 

 に目を通す。（計画委 

 員会） 

・話合いの準備をする。 

 （計画委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

・話し合うことや決まっている 

 ことが共通理解できるように 

 必要に応じて助言する。 

・出された意見を計画委員と整 

 理することで話合いの見通し 

 がもてるようにする。 

10月 27日 

 

・当日の役割の確認を

する。（計画委員会） 

・学級会ノートで話し 

 合うことや自分の意 

 見を確認する。（学級 

 全員） 

・自信をもって活動できるよう 

 話合いのリハーサルを行う。 

・学級会ノートに書かれた意見 

 に事前に目を通し、励ましの 

 言葉等を記入し、意欲を高め 

 る。 

５ 展開 

 ⑴ 本時のねらい 

互いの頑張りやよさを認め合うための活動について、みんなが納得できるように合意形成

を図ることができる。 

 ⑵ 児童の活動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 P201 
指導計画作成の留意事項（６） 

 

「話し合うこと」については、     
 ①学級活動の中で、クラス 
  みんなで決めたいところ 
  はどこなのか。 
 ②何を話し合えば、提案理 
  由やめあてが達成できる 
  のか。 
 を考えて決める。 

現状・解決策・解決後の
イメージについて色分け
して提案理由を書き、例
として教室に掲示する。 

事例のポイント④ 
自分の意見を相手に伝えるために 
ICT端末を効果的に活用する。 
 

事例のポイント② 
出された意見を事前に短冊に記入し、 
分類整理しておくと、思考の整理や 
流れの把握、時間短縮につながる。 

事例のポイント①  
提案理由には「学級の現状・解決策・
解決後のイメージ」を盛り込む。 



 ⑶ 教師の指導計画 

話合いの順序 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

１ はじめの言葉 

２ 計画委員会の紹介 

 

３ 議題の確認 

４ 提案理由の確認 

   

 

 

 

 

 

 

５ 話合いのめあての確認 

６ 決まっていることの 

 確認 

・明るい雰囲気で話し合うことができ 

 るよう、笑顔で見守る。 

・各自のめあてを発表し、役割に対し 

 て責任をもって臨めるようにする。 

・提案者の思いや願いを踏まえた提案 

 理由について、学級全員が共通理解 

 し、話合いの指針となるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・教育課程の変更に関わることなどに 

 関しては教師が伝える。 

 

７ 話合い  

話し合うこと① 

「よさを知るために何を

するか」 

 

話し合うこと② 

「よさを知り、思いを伝

え合う工夫をどうする

か」 

 

話し合うこと③ 

「どんな係が必要か」 

 

・「出し合う」「比べ合う」「まとめる（決 

 める）」の流れで話合いを進める。「比 

 べ合う」を特に重点的に扱う。 

・話合いの方向が逸れたときは、提案 

 理由やめあてを意識して進められる 

 ように助言する。 

 

・提案理由を意識した発言や理由が明 

 確な意見、建設的な意見を称賛する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・司会が困っているときは、助言を行 

 い、児童の合意形成を方向付けるよ 

 うな発言をしないよう留意する。 

・自治的活動の範囲を超えそうな場合 

 は、適切に助言する。 

・安易に多数決をとらないことを伝え、 

 合意形成しながら決めることができ 

 るよう配慮する。 

 

 

 

 

◎これまでの集会活動の

経験を生かしたり、友達

の意見のよさを生かし

たりして、○組の前半が

んばったね集会の内容

や工夫について考えて

いる。 

◎自分の考えと比べなが

ら友達の発表を聞き、理

由を明確にして自分の

意見を述べ、協力して話

合いを進めようとして

いる。【思・判・表】 

（発言・観察・学級会ノート） 

 

提案理由
は… 

【その場ですぐに指導助言を 
 行う場面】 

・学級の児童を傷付けること
が予想される場面 

・実施の時間や校内のきま

り、施設利用に関すること 
・金銭に関すること 
・健康や安全を損なうおそれ

があること 

ぼくは、お互いのよさ
を知るために、朝の会
の日直のスピーチでク
イズを作って発表する
とよいと思います。 

特技発表会に
賛成です。な
ぜなら、みん
なのよさを知
ることができ
るからです。 

編 P201 
指導計画作成の留意事項（２） 

事例のポイント④      
ICT端末を活用し、なぜこの活動
を行うのかが分かるように伝え
る。 

事例のポイント② 
決まっていることは、具
体的に決めておく必要が
ある。短冊に書いてある
意見がクラス全体で同じ
ようにイメージできるよ
うにする。 

事例のポイント④ 
「出し合う」の場面でイメー

ジを共有するために ICT端末
を活用することもできる。 

事例のポイント② 
短冊を操作するこ
とで、分類したり
統合したりするこ
とができる。 
 

事例のポイント① 
提案カード 
提案理由を明確に
するために書き方
を掲示した。 



 

 

 

８ 決まったことの発表 

９ ふりかえり 

10  先生の話 

 

 

 

 

 

11 おわりの言葉 

・自分の考えと比べながら友達の意見 

 を聞き、理由を明確にした発言をす 

 るなどの意欲的な児童を称賛する。 

 

・学級会の振り返りのポイントを示す 

 ようにする。 

・今回の学級会のよかったことや事後 

 の活動と実践への意欲が高まる言葉 

 がけをするとともに、今後の学級会 

 の課題を明確にする。また、計画委 

 員会の活動を称賛する。 

◎話合いを振り返り、互い

のよさを認め合おうと

している。【思・判・表】 

（振り返りカード・発言） 

６ 事後の活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 ◎目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

10月 29日 

 

・決まったことを学級活動

コーナーに掲示する。 

【決まったこと】 

話し合うこと① 

・特技発表 

・質問コーナー 

話し合うこと② 

・手紙感想カード 

・学級会で決まったことの要

点をまとめて書くよう計画

委員に助言する。 

 

 

◎○組の前半がんばっ

たね集会のめあてを

意識して友達と協力

して取り組んでいる。

【思・判・表】 

（学級会ノート） 

11月 1日 

   〜 

・係ごとに計画を立てて、

協力して準備をする。 

・帰りの会などで係ごとに

経過報告を行ったり、お

知らせを伝えたりする。 

・係は複数名で担当し、全員

で協力して活動できるよう

にする。 

・準備の進捗状況を確認し、

活動意欲の継続化を図る。 

11月 8日 

 

・「○組の前半がんばった

ね集会」を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

・集会のねらいを確認し、協

力して実践できるようにす

る。 

・協力したり工夫して活動し

たりしている児童を称賛す

る。 

 

11月 9日 

 

 

・活動を振り返る。 

 

・活動を振り返るとともに、

めあてに基づいた振り返り

を行い、自分の役割を果た

すことや友達のよかったと

ころについても認められる

ように助言する。 

 

 

 

 

 

 

◎○組の前半がんばっ

たね集会の成果と課

題を振り返り、自他の

がんばりに気付き、次

の活動に生かそうと

している。【態】 

（学級会ノート・観察） 

学級会で決められなかったこと（役
割分担など）があれば、確認し決定
する。 

編 P201 
指導計画作成の留意事項（５） 

最初は特技発表会に反対だっ
たけど、友達の意見を聞いて、
提案理由を振り返ることで、
賛成意見に変えることができ
ました。 

がんばって練習し
ている曲を、みん
なの前で弾くこと
ができてうれしか
ったです。 

特技発表（切り絵） 

事例のポイント③ 
振り返りは、事前・本時・
事後の一連の学習過程を通
して行うようにする。 

みんなの前で初めて切り
絵をしました。みんながす
ごいと言ってくれてうれ
しかったです。 

○組前半がんばったね集会をしよう 


